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【新旧対照表】那須岳火山噴火緊急減災対策砂防計画（基礎資料編） 
該当箇所 更新後 現行 

第 2 章那須岳の

火山活動 
2.1 那須岳の噴

火史 
2.1.2 那須岳の

地質図、火口位

置図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.1.2 那須岳の火山地質図、火口位置図 
 16,000 年前以降の那須・茶臼岳の噴出物については、山元（1997）によりまとめ

られ、茶臼岳の噴出物が噴出年代毎に CH-１～CH-６に分類され、各分布域が示され

ている。 
各分布については、山元・伴（1997）により、火山地質図の形でまとめられた（図  

2-2  那須岳火山地質図【山元・伴（1997）】、地質図では C1～C6 と表現されてい

る）。これらマグマ噴火の実績を表 2-1 に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-2  那須岳火山地質図【山元・伴（1997）】 

2.1.2 那須岳の火山地質図、火口位置図 
16000 年前以降の那須・茶臼岳の噴出物については、山元（1997）によりまとめら

れ、茶臼岳の噴出物が噴出年代毎に CH-１～CH-６に分類され、各分布域が示されて

いる。 
各分布については、山元・伴（1997）により、火山地質図の形でまとめられた（図

2-2、地質図では C1～C6 と表現されている）。これらマグマ噴火と歴史時代の水蒸気

噴火を合わせた既往噴火実績を表 2.1 に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-2  那須岳火山地質図【山元・伴（1997）】 
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【新旧対照表】那須岳火山噴火緊急減災対策砂防計画（基礎資料編） 
該当箇所 更新後 現行 

2.1.2 那須岳の

地質図、火口位

置図 
 

(5)那須岳で想定される主な噴火 
那須岳における近年の噴火は、ごく小規模な水蒸気噴火のみである。一方、古記録

と地質調査により、より規模の大きい噴火についても、ある程度の噴火推移がわかっ

ている。そのような噴火の事例として 1881 年噴火と 1410 年噴火の事例がある。 
 

(5)那須岳で想定される主な噴火 
那須岳における近年の噴火は、ごく小規模な水蒸気爆発のみである。一方、古記録

と地質調査により、より規模の大きい噴火についても、ある程度の噴火推移がわかっ

ている。そのような噴火の事例として 1881 年噴火と 1410 年噴火の事例がある。 
 

2.2 節～2.4 節 
 
 
 
 
 

第 2 章 那須岳の火山活動. 
2.1 那須岳の噴火史 
2.2 那須岳で想定される火山現象と規模 
2.3 噴火シナリオ 
2.4 現在の火山活動状況 

 
 
 

第2 章 那須岳の火山活動 
2.1 那須岳の噴火史 
2.2 現在の火山活動状況 →更新後は2.4節へ移動 
2.3 那須岳で想定される火山現象と規模→更新後は2.2節へ移動 
2.4 噴火シナリオ →更新後は 2.3 節へ移動 
 
2 章の構成が上記のように変更になっています 

2.2 那須岳で想

定される火山現

象と規模 
 

2.2 那須岳で想定される火山現象と規模 
 
図 2-4 にごく小規模～大規模な噴火とその事例、噴火に伴って発生することが想定

される土砂移動現象を整理した。また、それぞれの規模における火山灰の分布実績を

図 2-5 に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-4 那須岳で想定される噴火とそれに伴う土砂移動現象の整理 

2.3 那須岳で想定される火山現象と規模 
 
図 2-9 に、イベントツリーで区分されたごく小規模～大規模な噴火とその事例、噴

火に伴って発生することが想定される土砂移動現象を整理した。また、それぞれの規

模における火山灰の分布実績を図 2-10 に示す。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2-9 那須岳で想定される噴火とそれに伴う土砂移動現象の整理 
 
 
 

  

 

①ごく小規模な水蒸気噴火

（数十年に１回程度の極小水蒸気噴火）

※事例：1953年、1960年、1963年噴火

②小規模な噴火

（数百年に１回程度の小規模水蒸気噴火）

※事例：1881年噴火

③中規模なマグマ噴火

（数千年に１回程度の中規模マグマ噴火）

※事例：1410年噴火

④大規模なマグマ噴火

（数万年に１回程度の大規模ブルカノ式噴火）

※事例：1万6千年前の噴火

噴火シナリオで想定される噴火 想定される土砂移動現象

噴石・降灰 →土石流

噴石・降灰 → 土石流

火砕流 → 融雪型火山泥流

溶岩流

噴石・大規模降灰 → 土石流

軽石流 → 融雪型火山泥流

溶岩流

4200万m3DRE

数100万m3DRE

噴石・降灰 →土石流

10億m3DRE以上

ごく小規模

※DRE（岩石換算体積）：火山灰などの密度の小さい噴出物を岩石に換算した場合の体積

 

①ごく小規模な水蒸気噴火

（数十年に１回程度の極小水蒸気噴火）

※事例：1953年、1960年、1963年噴火

②小規模な噴火

（数百年に１回程度の小規模水蒸気噴火）

※事例：1881年噴火

③中規模なマグマ噴火

（数千年に１回程度の中規模マグマ噴火）

※事例：1410年噴火

④大規模なマグマ噴火

（数万年に１回程度の大規模ブルカノ式噴火）

※事例：1万6千年前の噴火

噴火シナリオで想定される噴火 想定される土砂移動現象

噴石・降灰 →土石流

噴石・降灰 → 土石流

火砕流 → 融雪型火山泥流

溶岩流

噴石・大規模降灰 → 土石流

軽石流 → 融雪型火山泥流

溶岩流

4200万m3DRE

数100万m3DRE

噴石・降灰 →土石流

10億m3DRE以上

ごく小規模

※DRE（岩石換算体積）：火山灰などの密度の小さい噴出物を岩石に換算した場合の体積
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【新旧対照表】那須岳火山噴火緊急減災対策砂防計画（基礎資料編） 
該当箇所 更新後 現行 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-5 各噴火規模の火山灰分布実績【山元・伴（1997）】 
 
図 2-6 に那須岳で想定されるすべての噴火ケースを抽出したイベントツリーを示

す（那須岳火山噴火警戒レベル導入検討委員会に追記）。 
 那須岳の噴火は 
１）数十年に 1 回程度 の ごく小規模な噴火 
２）数百年に 1 回程度 の 小規模噴火 
３）数千年に 1 回程度 の ブルカノ式噴火 
４）数万年に 1 回程度 の 大規模ブルカノ・プリニー式噴火 
 に区分されている。 
 ここでは、この区分を参考に、緊急減災対策砂防計画で対象とする噴火シナリオ

ケースの抽出を試みる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-10 各噴火規模の火山灰分布実績【山元・伴（1997）】 
 
図 2-6 に那須岳で想定されるすべての噴火ケースを抽出したイベントツリーを示

す（那須岳火山噴火警戒レベル導入検討委員会に追記）。 
 那須岳の噴火は 
１）数十年に 1 回程度 の ごく小規模な噴火 
２）数百年に 1 回程度 の 小規模噴火 
３）数千年に 1 回程度 の ブルカノ式噴火 
４）数万年に 1 回程度 の 大規模ブルカノ・プリニー式噴火 
 に区分されている。 
 ここでは、この区分を参考に、緊急減災対策で対象とする噴火シナリオケースの

抽出を試みる。 
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【新旧対照表】那須岳火山噴火緊急減災対策砂防計画（基礎資料編） 
該当箇所 更新後 現行 

2.2 那須岳で想

定される火山現

象と規模 

那須岳で想定されるすべての噴火ケースを抽出したイベントツリーを図 2-6 に示

す（那須岳火山噴火警戒レベル導入検討委員会に追記）。 
 那須岳の噴火は 
数十年に 1 回程度 の ごく小規模な噴火 
数百年に 1 回程度 の 小規模噴火 
数千年に 1 回程度 の ブルカノ式噴火 
数万年に 1 回程度 の 大規模ブルカノ・プリニー式噴火 
 に区分されている。 
 ここでは、この区分を参考に、緊急減災対策砂防計画で対象とする噴火シナリオ

ケースの抽出を試みる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-6 那須岳の噴火イベントツリー 
出典：「那須岳火山噴火警戒レベル導入検討委員会報告書」 

 

 
 
更新後の記載に対応するページは現行計画にはありません 
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【新旧対照表】那須岳火山噴火緊急減災対策砂防計画（基礎資料編） 

該当箇所 更新後 現行 
2.3 噴火シナリ

オ 
2.3 噴火シナリオ 
那須岳の噴火シナリオは、次の噴火ではどのような事態が発生し、どのように推移

し、それぞれの局面でどのような情報（図 2-8、図 2-9 に示す那須岳の噴火警戒レベ

ル：平成 21 年 3 月初版、令和 2 年 10 月改定）が発表されるかのイメージを掴むと

同時に、住民避難や道路規制等の防災対策に役立てることを目的として、那須岳火山

噴火警戒レベル導入検討委員会により作成された。図 2-7 に那須岳の噴火シナリオを

示す。 
 那須岳の噴火シナリオは那須岳火山防災マップと過去の噴火実績を元に、想定され

る噴火活動とその推移と時間経過をフローの形で示している。噴火活動の状況に対応

した噴火警戒レベルと、立ち入り規制範囲と居住地における避難準備・避難のタイミ

ングを時系列に合わせて示している。 
那須岳で想定される代表的なシナリオとしては、静穏期から火山活動の高まりが数

日～数ヶ月続いた後に小規模な噴火が発生（噴火警戒レベル２）し、火山活動が低下

するシナリオ、小規模噴火発生から数ヶ月～２年程度噴火が継続（噴火警戒レベル４）

した後にブルカノ式噴火に伴い火砕流が発生（噴火警戒レベル５）するシナリオ、可

能性は低いものの前兆期から突発的に中規模噴火が発生（噴火警戒レベル３）し、そ

のまま噴火が活発化していくシナリオなどが想定されている。 

2.4 噴火シナリオ 
那須岳の噴火シナリオは、次の噴火ではどのような事態が発生し、どのように推移

し、それぞれの局面でどのような情報（図 2-12、図 2-13 に示す火山噴火警戒レベル）

が発表されるかのイメージを掴むと同時に、住民避難や道路規制等の防災対策に役立

てることを目的として、那須岳火山噴火警戒レベル導入検討委員会により作成され

た。図 2-11 に那須岳の噴火シナリオを示す。 
那須岳の噴火シナリオは那須岳火山防災マップと過去の噴火実績を元に、想定され

る噴火活動とその推移と時間経過をフローの形で示していると同時に、噴火活動の状

況に対応した噴火警戒レベルと、立ち入り規制範囲と居住地における避難準備・避難

のタイミングを時系列に合わせて示している。 
那須岳で想定される代表的なシナリオとしては、静穏期から火山活動の高まりが数

日～数ヶ月続いた後に、小規模な噴火が発生（噴火警戒レベル２）した後に火山活動

が低下するシナリオ、小規模噴火発生から数ヶ月～２年程度噴火が継続し（噴火警戒

レベル４）た後にブルカノ式噴火に伴い火砕流が発生（噴火警戒レベル５）するシナ

リオ、可能性は低いものの前兆期から突発的に中規模噴火が発生（噴火警戒レベル３）

し、そのまま噴火が活発化していくシナリオなどが想定されている。 
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【新旧対照表】那須岳火山噴火緊急減災対策砂防計画（基礎資料編） 
該当箇所 更新後 現行 

2.3 噴火シナリ

オ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2-7 那須岳の噴火シナリオ（那須岳火山噴火警戒レベル導入検討委員会） 
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【新旧対照表】那須岳火山噴火緊急減災対策砂防計画（基礎資料編） 
該当箇所 更新後 現行 

2.3 噴火シナリ

オ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-8 那須岳の噴火警戒レベル(1/2) 
 
※最新版に変更されています。例えば想定火口域が赤円で図示されているところが現

行版と異なります 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-12  那須岳の噴火警戒レベル(1/2) 
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【新旧対照表】那須岳火山噴火緊急減災対策砂防計画（基礎資料編） 
該当箇所 更新後 現行 

2.3 噴火シナリ

オ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-9 那須岳の噴火警戒レベル(2/2) 
 
※最新版に変更されています。例えば噴火警戒レベル 1 の記載が[平常]から[活火山

であることに留意]に変更されています 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-13 那須岳の噴火警戒レベル(2/2) 
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【新旧対照表】那須岳火山噴火緊急減災対策砂防計画（基礎資料編） 
該当箇所 更新後 現行 

2.3 噴火シナリ

オ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-10 那須岳の噴火警戒レベル判定基準 
 
この頁は更新版において追加されたものです（現行計画にはありません） 

 
更新後の記載に対応するページは現行計画にはありません 
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【新旧対照表】那須岳火山噴火緊急減災対策砂防計画（基礎資料編） 
該当箇所 更新後 現行 

2.4 現在の火山

活動状況 
 

2.4 現在の火山活動状況 
気象庁 1)によると、令和 3 年 2 月末時点における那須岳の火山活動状況は次のとお

りである。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-11 那須岳の火山活動の状況 1)  (1/6) 
1）https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=301 
 那須岳の火山活動状況は上記 URL で随時更新されている。 

2.2 現在の火山活動状況 
気象庁 1)によると、平成 25 年 6 月末時点における那須岳の火山活動状態は次のと

おりである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-5 那須岳の火山活動の状況 1) (1/4) 
※）http://www.seisvol.kishou.go.jp/tokyo/STOCK/monthly_v-act_doc/monthly_vact.htm 

那須岳の火山活動状況は上記 URL で随時更新されている。 
 

  


